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ネギ……特有の辛みと刺激臭は、薬味、汁の実、鍋物など、料理の味を一段と引き立てます。緑色部にはビタミ
ン類が多く、無機質、ビタミン類を多く摂取できます。

ワケギ…丈夫で作りやすく、春先のネギ類の少ない時期に重宝。ネギよりもやわらかく、マイルドな香りと甘み
で、特有の風味があり、ビタミンや無機質をネギより多く含みます。

春まきは4月に、苦土石灰を1㎡あたり200gまき、堆肥か腐葉土2～
3kgをすき込んだ苗床に、6cm間隔にまき溝をつけ、すじまきにして薄
く覆土、水やりをします。

タネまき

1週間ぐらいで発芽します。本葉2～3枚のころ2cm間隔に間引きし、化
成肥料を10日ごとに施します。

間引き

根深ネギ根深ネギ根深ネギ

方 法
栽 培

春まき苗は6月ごろ、苗丈が20～30cmになったら植えつけます。土寄せをしっかり
行うためには、畝は90cmは必要です。あらかじめ苦土石灰をまいて中和しておいた
場所に植える当日、植え溝の土がくずれるので畑土は耕さず、幅15cm、深さ20cm
の溝を東西に掘ります。

菜園の準備

生育につれて何回にも分けて追肥、土寄せをします。土寄せが早すぎたり、一度に土
を厚くかけすぎたりすると、生育が抑えられるので、生育の後半に少しずつ行いま
す。1回目は植えつけ40～50日後、化成肥料を1㎡あたり200gまき、根の上に5～
6cmずつ土をかけます。以後は1ヵ月おきに3回繰り返し、葉鞘部を30～40cmの長
さに軟白します。

土寄せ

8月下旬～9月、肥沃な土に畝間50～60cmで15～20cm間隔でタネ球を2～3球ずつま
とめ、タネ球の頭が少し見える程度に植えつけます。葉が15cmほど伸びた時と、その1
ヵ月後に畝間を耕して化成肥料をまき、軽く土寄せをして分球を促します。

植えつけ

葉数が増えて、1株で20本ほどになったら、必要に応じて収穫できます。根元の土に指を
入れて株を分けるようにして引き抜くか、地ぎわから3～4cm上で切りとって収穫します。

収　穫

根深ネギは、最後の土寄せから3～4週間後、畝の端から掘りとります。
葉ネギは、植えつけ3～5ヵ月後、大きなものから切りとります。株元から切りとり、
化成肥料をまいておくと切り口から再び新芽が伸びてきます。

収　穫

6月頃20～30cmになった苗を植えつけます。溝の北側に10～15cm間隔で苗を立
て、根に3～4cmの厚さに覆土し、上から化成肥料をまいて、ワラを7～8cmの厚さ
に敷き込みます。

苗の植えつけ

栽培のポイント栽培のポイント

●ネギ坊主をつけない
●根深ネギは土層の深い畑で
　作る
●葉ネギは切りとり、収穫で
　長く楽しむ
●ワケギは病気のないタネ球
　入手

●ネギ坊主をつけない
●根深ネギは土層の深い畑で
　作る
●葉ネギは切りとり、収穫で
　長く楽しむ
●ワケギは病気のないタネ球
　入手

苗の根を隠すように、3～4cm覆土し、化成
肥料を入れてから、堆肥やワラを7～8cmの
厚さに入れる。

穴が埋まって最後の土寄せは、畝間の土を株
元に寄せる。土に埋まった部分が白くなる。

春にとう立ちすると成長しなくなってしまう
ので、花茎が伸び、ネギ坊主がついたらすぐ
にとっておく。

植えつけ40～50日後から1ヵ月おきに3回、
追肥、土寄せを繰り返し、徐々に植え穴を埋
めていく。
土寄せは葉の分岐点のやや上までとし、葉の
成長点が埋まらないようにすることが大切。葉ネギは、タネからでも手軽に栽培できます。苗づくりまでは、根深

ネギと同じです。葉ネギ葉ネギ葉ネギ

分株力の旺盛な細ネギで、タネ球を初秋に植えます。家庭菜園、プラン
ター栽培にも適した野菜です。ワケギワケギワケギ

畝幅50～60cmで10cmの深さに植え溝を掘り、苗を2～3本ずつまとめて、15～
20cm間隔に植えて土をかけます。2週間ごとに、畝の長さ1mにつき200gの化成肥料
を株元に施しますが、土寄せは植えつけ1ヵ月後に1回だけ、倒れない程度に行います。

植えつけ

病害虫

栽培カレンダー

残暑の頃に、葉に斑点ができるべと
病、黒斑病、乾燥期には葉にスリッ
プス、アブラムシなどが発生するの
で、早めに薬剤を散布します。

1月

タネまき・収穫 タネまき

植えつけ 土寄せ

元肥 追肥

タネまき 植えつけ 土寄せ 追肥 収穫

植えつけ 土寄せ

作業
施肥
葉ネギ
ワケギ

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
収穫

根深ネギ 葉ネギ ワケギワケギ
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植えつけ

葉数が増えて、1株で20本ほどになったら、必要に応じて収穫できます。根元の土に指を
入れて株を分けるようにして引き抜くか、地ぎわから3～4cm上で切りとって収穫します。

収　穫

根深ネギは、最後の土寄せから3～4週間後、畝の端から掘りとります。
葉ネギは、植えつけ3～5ヵ月後、大きなものから切りとります。株元から切りとり、
化成肥料をまいておくと切り口から再び新芽が伸びてきます。

収　穫

6月頃20～30cmになった苗を植えつけます。溝の北側に10～15cm間隔で苗を立
て、根に3～4cmの厚さに覆土し、上から化成肥料をまいて、ワラを7～8cmの厚さ
に敷き込みます。

苗の植えつけ

栽培のポイント栽培のポイント

●ネギ坊主をつけない
●根深ネギは土層の深い畑で
　作る
●葉ネギは切りとり、収穫で
　長く楽しむ
●ワケギは病気のないタネ球
　入手

●ネギ坊主をつけない
●根深ネギは土層の深い畑で
　作る
●葉ネギは切りとり、収穫で
　長く楽しむ
●ワケギは病気のないタネ球
　入手

苗の根を隠すように、3～4cm覆土し、化成
肥料を入れてから、堆肥やワラを7～8cmの
厚さに入れる。

穴が埋まって最後の土寄せは、畝間の土を株
元に寄せる。土に埋まった部分が白くなる。

春にとう立ちすると成長しなくなってしまう
ので、花茎が伸び、ネギ坊主がついたらすぐ
にとっておく。

植えつけ40～50日後から1ヵ月おきに3回、
追肥、土寄せを繰り返し、徐々に植え穴を埋
めていく。
土寄せは葉の分岐点のやや上までとし、葉の
成長点が埋まらないようにすることが大切。葉ネギは、タネからでも手軽に栽培できます。苗づくりまでは、根深

ネギと同じです。葉ネギ葉ネギ葉ネギ

分株力の旺盛な細ネギで、タネ球を初秋に植えます。家庭菜園、プラン
ター栽培にも適した野菜です。ワケギワケギワケギ

畝幅50～60cmで10cmの深さに植え溝を掘り、苗を2～3本ずつまとめて、15～
20cm間隔に植えて土をかけます。2週間ごとに、畝の長さ1mにつき200gの化成肥料
を株元に施しますが、土寄せは植えつけ1ヵ月後に1回だけ、倒れない程度に行います。

植えつけ

病害虫

栽培カレンダー

残暑の頃に、葉に斑点ができるべと
病、黒斑病、乾燥期には葉にスリッ
プス、アブラムシなどが発生するの
で、早めに薬剤を散布します。

1月

タネまき・収穫 タネまき

植えつけ 土寄せ

元肥 追肥

タネまき 植えつけ 土寄せ 追肥 収穫

植えつけ 土寄せ

作業
施肥
葉ネギ
ワケギ

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
収穫

根深ネギ 葉ネギ ワケギワケギ

https://www.ayahadio.com


